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3、 力 の 分 解

4フ の力tこ久と同ピはたらさtす る 2フ の力にノ分けることt
力の今 ア11争 ヒ、|ぅ 。

また、その祭省果 ‐L"さ た 2フ の労■_tと の功

A士ん

のノラデフタ、生し|,。

Aせにかヽ、そリソ・ 争ぅてぃる
gせんt ろ|,ζ妥,π ι′ζ

T― !ヒ F2は
力 Ft水 平汚向と
士直ち角ノ■分けたカ

と平カバ森

嗜く

■“力ろ ゝ少角砕

々の場角4の 方〕去 〕欠の力を Xと まの方向たケ角7し ガさし|。

Ｘ

／ C)1旨 スせ久た方向の直線 )こ

玄杖〔アの生tころ茨51ミ

② 艦泰泉■ιミフぃ・ t曰は 5サミリろ,

② 伝
'ァ
の木員元から,平クテ回々干多の辺

しヽ し僣,ス な負ァを亀 <
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í〉3｀ わ  レ)

この日寺むtに は 浄りに■lヵ、λろと日曰寺に 上 ittノケι事をち士lノ らムろ
ようにベリろ
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